
令和７年度第１回静岡市歯と口腔の健康づくり推進会議 
 

日 時 : 令和７年６月1 7 日( 火) 1 9 :1 5 ～2 0 :4 5  

場 所 : 城東保健福祉エリア 

保健福祉複合棟３階 第１・２研修室 

 

 

次    第 

 

１  開 会 

 

２  委嘱状交付 

 

３  自己紹介 

 

４  挨 拶 

 

５  会長及び副会長の選任 

 

６  報 告 

（ １） 歯と口腔の健康づくり推進計画対象事業 R６実績報告、R７実施計画について 

 

７  議 題 

（ １） 令和７年度静岡市歯と口に関するアンケート調査の最終案について 

（ ２） その他 

 

８  閉 会 

 

【 資料一覧】  

資料１-１：静岡市歯と口腔の健康づくり推進計画Ｒ６年度実績・Ｒ７年度計画 

資料１-２：静岡市歯と口腔の健康づくり推進計画（ 令和３～８年度） 指標の進捗状況 

資料２   :令和７年度歯と口に関するアンケート調査について 

資料３-１：アンケート依頼状案（ １～6 4 歳用）  

資料３-２：アンケート調査票案（ 6 5 歳以上用）  

資料３-３：アンケート依頼状案（ 事業所用）  

資料４-１：オンライン回答画面（ 市民用）  

資料４-２：オンライン回答画面（ 事業所用）  

参考資料：令和６年度第２回静岡市歯と口腔の健康づくり推進会議にていただいたご意見一覧と対応 

 

その他、静岡市歯と口腔の健康づくり推進計画中間評価・中間見直し冊子・概要版 各１部 



任期　令和７年６月１日～令和９年５月31日 令和７年６月１日現在

1 国立保健医療科学院 客員研究員
あんどう　ゆういち

安藤　雄一
〇 継続

2 静岡市静岡歯科医師会 会長
しみず　としや

清水　寿哉
〇 継続

3 静岡市清水歯科医師会 副会長
たむら　ふみゆき

田村　史之
〇 オブザーバーから委員

4 静岡県歯科衛生士会 理事
まの　あやの

真野　彩乃 〇 継続

5 静岡市清水医師会 理事
なるしま　みちき

成島　道樹 〇 静岡市静岡医師会から交替

6 静岡市薬剤師会 会長
かわにし　きよみ

河西　きよみ
〇 清水薬剤師会から交替

7 静岡市私立保育園長会 理事
いざわ　こずえ

伊澤　こずえ
〇 継続

8 静岡市校長会 校長
つきじ　ゆたか

築地　豊
〇 継続

9 静岡市障害者協会 会長
まきの　よしひろ

牧野　善浴
〇 継続

10 静岡市介護保険事業者連絡協議会 副会長
いしわり　ひろき

石割　大貴
〇

清水介護保険事業者連絡会
から交替

11 静岡商工会議所 常務理事
まつうら　たかゆき

松浦　高之
〇 継続

12 全国健康保険協会　静岡支部 企画総務部長
こんどう　こずえ

近藤　こずえ
〇 継続

13 市民
さいとう　ちひろ

斎藤　千紘
〇 公募

14 市民
てらさき　ゆりこ

寺﨑　夕里子
〇

公募
（前任期も委員）

15 市民
よねもち　えみ

米持　恵美
〇

公募
（前任期も委員）

【事務局】

保健福祉長寿局長
やまもと　　てつお

山本　哲生
〇

保健福祉長寿局次長
まつした　　りゅういち

松下　龍一
〇

参与兼課長
はせがわ　まさし

長谷川　政志 〇

参事兼口腔保健支援セ
ンター所長兼障害者歯科

保健センター所長

こばた　みつひこ

小畑　充彦 〇

主幹
まつしま　ひとみ

松島　瞳 〇

主幹
しおだ　ちさと

塩田　知里 〇

歯科衛生士
はらだ　まりこ

原田　万里子 ×

歯科衛生士
しょうやま　えつこ

正山　英津子 〇

歯科衛生士
さかた　ちほ

坂田　千穂 〇

歯科衛生士
かわぐち　ひろか

川口　博香 〇

歯科衛生士
まつかぜ　まさこ

松風　雅子 〇

【関係課】

地域包括ケア推進課 参与兼課長
さかい　まこと

酒井　真 〇

こども未来課 主事
おおの　ななこ

大野　なな子 〇

こども家庭福祉課 課長補佐兼係長
すずき　みほ

　鈴木　美帆 〇

児童生徒支援課 健康安全係長
こだま　ひでお

児玉　日出男 〇

備考
出欠

（予定）

静岡市歯と口腔の健康づくり推進会議委員名簿 

名前（敬称略）所属団体 職名

健康づくり推進課



真野委員 清水委員 安藤委員 田村委員 成島委員

伊澤委員

牧野委員

松浦委員

　　

寺﨑委員

米持委員

傍聴席 傍聴席

児玉
課長補佐

松風
歯科衛生士

塩田
主幹

松島
主幹

酒井
参与

大野
主事

鈴木
課長補佐

長谷川
課長

山本
局長

松下
局次長

小畑
所長

正山
歯科衛生

士

坂田
歯科衛生

士

川口
歯科衛生

士

令和７年度　第１回静岡市歯と口腔の健康づくり推進会議（令和7年６月17日）

  座　　　席　　　表

河西
委員

筑地
委員

石割
委員

近藤
委員

齋藤
委員



静岡市歯と口腔の健康づくり推進計画

R3～R8年度

資料１-1

令和７年６月４日現在

- 令和６年度実績・令和７年度計画(進行管理） -

１



計画に登載の事業及び指標数（R5年度中間評価・中間見直し後）

基本方針 分野 事業数 指標数

１：乳幼児期から高齢期までの歯科疾患の特性に応じた取組

乳幼児期（０～５歳） ９ ７

学童期（６～12歳） ３ ４

思春期（13～19歳） １※再掲 10

成人期（20～64歳） ５ 21

高齢期（65歳以上） ７※うち４再掲 15※うち８再掲

２：障がい児・者、要介護者、妊産婦など特別な配慮が必要な
人に対する取組

障がい児・者 ９ ７

要介護者 ３ ２

妊産婦 ２ ２

３：災害時における健康被害の予防及び歯科保健医療提供体
制の整備

災害時における健康被害の予防 ４※再掲 ２

災害時における歯科保健医療提供体制整備 ２ １

４：持続可能な歯と口の健康づくりの推進のための環境整
備・関係機関の連携強化

市民が学校や事業所等のあらゆる場面におい
て歯と口の健康づくりを推進できる環境整備

８※うち１再掲 ７※うち３再掲

関係機関との連携強化 - -

５：科学的根拠に基づいた歯科保健施策の展開 - -

計 - 53 78

※再掲を除いた指標数は67,事業数は43 2

計画の進行管理とは

基本理念：「健康長寿のまち」実現に向けた「歯と口の健康づくり」の達成に向けて、

設定した指標及び事業の評価を毎年度行い、指標の達成度合いに応じて事業の見直しを行う

実現したい

未来計画の終期（令和８年度）
時点の達成目標

指標
基本理念

事業（行政の取組）

※指標の見直しは、中間年（令和５年度）の
中間評価・中間見直し時に実施。次回は、
令和９年度からの次期計画策定時に実施

指標（目標）達成に
向けた事業の運営

指標の達成度合いに応じ
事業の見直し・改善

計画を立て実行。
次年度、実績を評価。



評価区分 内容

改善（↑） 改善傾向にある(ベースライン値と比べ＋３％以上）

維持（→） 変わらない（ベースライン値と比べ±３％未満）

悪化（↓）
計画策定時の目標値と比べ悪化した
（ベースライン値と比べ-3%以下）

＜指標の評価基準＞

評価区分
定量的な指標
（例：〇回実施）

定性的な指標
（例：実施が継続されている）

S（期待を上回る） 105%以上 -

A（期待どおり） 90～105%未満 概ね目標を達成しており、取組が有効な場合

B（期待を下回る） 70～90%未満 目標の達成に向けて一層の努力が必要な場合

C（期待を大きく下回る） 70%未満 現在の取組では有効性に問題がある場合

- 評価困難 ※災害や感染症等やむを得ない事情で影響があった事業

＜事業の評価基準＞

次ページ以降のグラフ線については次のとおりです。 実線 ＝ 最終目標が増加のもの 点線 ＝ 最終目標が減少のもの

令和６年度の事業及び指標の評価基準

3

評価区分 結果

改善（↑） 22

維持（→） 6

悪化（↓） 9

集計中 ３

計 40

＜指標の評価結果＞

評価可能な指標数 ６７指標中40指標

評価区分 結果 ※再掲含む

S（期待を上回る） 2

A（期待どおり） 3７

B（期待を下回る） １

C（期待を大きく下回る） ３

評価困難 ０

計 ４３

＜事業の評価結果＞

評価可能な事業数 全４３事業（再掲除く）

令和６年度の事業及び指標の評価結果
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（１）乳幼児期（０～６歳） - ①

事業名
（担当課）

事業概要
令和6年度の実績

令和7年度の取組方針
R7年度実施計画

１歳頃のむし歯予防事業
（健康づくり推進課）

歯と口に関する正しい
知識を普及し、乳歯の
むし歯予防の行動変容
を促すこと等を目的に
８か月～１歳２か月頃の
親子を対象に教室を実
施する。動画（オンデマ
ンド型）を用いた情報発
信を行う。

計画：年50回６００人参加,
動画配信１本⇒実績：年49回
参加者563人,動画配信２本
※大雨警報で１回は中止

広報紙やSNSを活用した事
業の周知をすることにより、
教室の参加者及び動画の視
聴回数の増加を図る。

教室 年４１回、参
加者550人

広報紙やSNSを
活用した事業周知

動画配信２本以上

仕上げみがきに関
する資料作成、育
児相談等で配布

乳幼児むし歯予防教室
（健康づくり推進課）

心身の成長、発達が急
速に進む乳幼児のむし
歯を予防し、健康の保
持・増進と健やかな成
長の促進を図るため、
未就学児に対し、歯科
医師による歯科健診と
歯科衛生士による歯科
保健指導を実施する。

計画：年52回、参加者1,２00
組⇒実績：年52回、参加者
929組※参加者数が期待を
下回ったため、B評価。

参加者数が減少している（昨
年度比1１８組減）。人口減少
や小児を診る歯科医院の増
加等が考えられ、教室の方向
性について見直しが必要。

年50回開催

参加者数
1,200組

１歳６か月児・３歳児健
康診査・歯科相談
（健康づくり推進課）

母子保健法に基づく歯
科健康診査及び歯科保
健指導を実施する。

計画：必要な児に対する指導
（相談）の実施⇒実績：１歳６か
月7１８人、３歳36７人

保健師、栄養士等と連携を図
りながら引き続き実施する。
必要に応じて、来所や電話に
よるフォローを実施する。

必要な児に対する
指導（相談）の実
施
来所や電話による
個別フォロー

あそび・子育ておしゃべ
りサロン
（こども未来課）

認定こども園・保育園に
歯科衛生士を派遣し、
未就園児（0～２歳）と
保護者を対象に歯科保
健講座を実施する。

計画：44園500人以上⇒実
績：公立こども園3２園、参加
者581人※参加者は予定を
大きく上回り前年度比202
人増。

地域の身近な場所（こども園）
において、子育て中の親が気
軽に相談でき、歯科保健に対
する正しい知識を得ることが
できる機会を提供する。

公立こども園36
園及び多くの私立
こども園・保育園
で実施。参加者数
（公立こども園）
500人以上
※子育て支援セン
ター事業による公
立こども園（子育
て支援センター）
への派遣も含む

※その他、子育てサロン・子育てトークからの依頼により未就園児と保護者を対象に「所外育児教室（健康づくり推
進課）」を実施。計画：依頼により実施⇒実績２２回1３４人でA評価。令和７年度計画：依頼により実施

99.3%

98.95%
99.64% 99.30% 99.61%

99.40%
100%

90%

92%

94%

96%

98%

100%

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

１_むし歯のない子どもの割合

（１歳６か月児）

実績 目標

最終目標値

評価：→

97.6%
94.8% 94.4% 93.9% 93.9% 93.9%

100%

80%

85%

90%

95%

100%

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

２_保護者が毎日仕上げみがきをしている

子どもの割合（１歳６か月児）

実績 目標

最終目標値

評価：↓

91.5%
90.0%

93.1% 93.9%
95.3%

94.1%

98.2%

80%

85%

90%

95%

100%

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

３_むし歯のない子どもの割合

（３歳児）

実績 目標

最終目標値

評価：→

89.4% 90.2% 90.2% 88.7% 88.1% 90.0%

30.8% 29.3% 29.2% 30.6% 32.4% 30.9%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

4_5_3歳児の割合

4_フッ化物を利用

5_甘い菓子等を１日２回以上食べている

最終目標:増加

最終目標:減少

評価： いずれも→

評価： A

評価： B

評価： S

評価： A

4



集団フッ化物洗口法に
よるむし歯予防事業
（健康づくり推進課）

永久歯の歯質強化とむ
し歯の半減を目指した
歯の健康づくりを推進
する。「歯みがき巡回指
導」等を通じ、こども園・
保育園・幼稚園に対して
集団フッ化物洗口法に
関する正しい知識を普
及し、実施拡大に向け
て取り組む。

計画：希望園に対し、全園実
施。未実施園に向けた推進⇒
実績：13６園に実施。未実施
園に向けた推進。
フッ化物洗口の正しい知識を
普及。

希望する全園に実施するほか、
未実施園には歯みがき巡回
指導の際や、園職員向けの資
料を通じて実施を促す。

希望園に対し、全
園実施

未実施園に向けた
推進

フッ化物洗口の正
しい知識を普及

（１）乳幼児期（０～６歳） - ②

子どもの歯と口の健康
づくり研修会
（健康づくり推進課）

こども園等の保育教諭
等を対象に、むし歯予
防や食べる機能につい
てなど、歯科保健の正
しい知識を普及するこ
とを目的にオンデマン
ド配信等による情報発
信を行う。

計画：オンデマンドにより歯と
口の健康に関する啓発動画を
全園に配信。閲覧回数190回
以上⇒実績：動画４本を全園
に配信。視聴園74園(視聴率
39.4%）。
【閲覧回数】むし歯予防：130
回、口腔機能：83回、障害者
歯科保健センターの紹介：55
回、歯みがきの仕方：85回
※閲覧回数は下回ったが、前
年度比4３園増と多くの視聴
があったため、A評価。

配信した動画の閲覧回数から
「むし歯予防」に関する関心が
高いことがわかった。今後は、
静岡市の乳幼児のむし歯の状
況と、その他の歯と口に関す
る情報を資料にまとめ全園に
配付を行う。

全園に歯と口に関
する資料の配付

事業名
（担当課）

事業概要
令和6年度の実績

令和7年度の取組方針
R7年度実施計画

歯みがき巡回指導
（健康づくり推進課）

幼児期における歯科保
健の正しい知識を普及
し、幼児の健康の保持・
増進を図るため、希望
するこども園・保育園・
幼稚園の４，５歳児に対
し、巡回指導を行う。

計画：希望する全園に実施（実
施率90%以上）⇒実績：希望
園1７１園の全園に実施。
（181園中、希望園1７１園へ
実施のため実施率9３．４％）

希望する全園に実施し、園児
や保育者、保護者に向けて歯
科保健に対する正しい知識を
普及啓発していく。

希望園に対し、全
園実施

実施率90％以上

フッ化物洗口の正
しい知識を普及

70.6% 74.0% 75.7% 77.9% 77.7% 80.1%

84.3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

６_むし歯のない子どもの割合

（５歳児・乳歯）

実績 目標

最終目標値

評価：↑

73.1% 73.1% 75.0% 75.3% 74.6% 75.1%

80.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

７_フッ化物洗口実施割合（こども園等）

実績 目標

最終目標値

評価：→

評価： A

評価： A

評価： A
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（２）学童期（７～１２歳）・（３）思春期（１３～１９歳） - ①

事業名
（担当課）

事業概要
令和6年度の実績

令和7年度の取組方針
R7年度実施計画

学童向け「歯」の教室
（健康づくり推進課）

永久歯が萌出開始し、
永久歯列が完成してい
く大切な時期に、歯科
疾患の予防の必要性及
び歯科保健に対する正
しい知識を普及するこ
とを目的とした体験型
教室を開催する。

計画：年２回実施、参加者８５
人⇒実績：「こどもクリエイ
ティブタウンま・あ・る」にて年
２回実施。
歯科衛生士体験：51人、
歯科医師体験：14人計65人
※参加人数は想定を下回った
が、計画通り2回実施できた
ため、A評価。

体験型の内容を引き続き実
施し、参加者の歯と口の健康
に関する意識と知識の向上を
目指す。

年２回実施

参加者８５人

集団フッ化物洗口法に
よるむし歯予防事業
（健康づくり推進課）

永久歯の歯質強化とむ
し歯の半減を目指した
歯の健康づくりを推進
していく。小学校に対し
て集団フッ化物洗口法
に関する正しい知識を
普及し、実施拡大に向
けて取り組む。

計画：葵区・駿河区 ３校実施、
清水区 ２校実施⇒実績：葵
区・駿河区 １校実施、清水区
２校の実施。※小学校の統廃
合により、中止が１校。教職員
の協力が得られず中止が１校。
期待を大きく下回ったため、
C評価。

フッ化物洗口の実施にあたっ
ては、教職員の理解や協力が
必須である。養護教諭等と連
携を図りながら、実施方法等
を検討していく。

葵区・駿河区 １校
実施

清水区 ２校実施

41.7% 40.7% 43.9% 48.4%
39.9% 42.9%

40.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

9_むし歯処置未完了者の割合

（中学１年生）

実績 目標

最終目標値

評価：→

4 4 4 5 5 3

0

20

40

60

80

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

21_フッ化物洗口実施校数
（校）

最終目標:増加

評価：↓

45.1%
35.3%

41.2%
31.7%

49.0% 48.5%

42.7%
33.4% 33.4% 34.8% 33.3% 31.6%
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20%

40%

60%

80%

100%

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

8_10_むし歯処置未完了者の割合

小４ 高１

最終目標:減少

評価： 小４：↓,高１：↑

8.3% 8.9% 8.9% 7.6% 7.3% 7.7%

19.6% 20.8% 21.1%
18.2% 20.0%

17.8%

27.0%

19.1% 20.8%
18.3%

19.4%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

11_12_13_歯肉に所見のある者の割合

小４ 中１ 高１

最終目標:減少

評価： いずれも↑

評価： A

評価： C
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（２）学童期（７～１２歳）・（３）思春期（１３～１９歳） - ②

事業名
（担当課）

事業概要
令和6年度の実績

令和7年度の取組方針
R7年度実施計画

学童期・思春期の歯科口
腔保健支援事業
（健康づくり推進課）

小中高校生の歯科口腔
保健の推進を図るため
に児童や生徒、その保
護者に情報提供を行う
ほか、関連する職種を
対象とした研修会を行
う。

計画：
①学校関係者向け啓発動画
の作成、
②学校関係者が活用できる
媒体の作成、公開、
③学校歯科医向け研修会の
実施、
④全校に①②の案内送付

⇒実績：
①むし歯予防啓発動画の作成
１本、
②動画に合わせて使用する資
料の作成及び公開、
③研修会の実施１回、
④市内の小学校全校に案内
を送付

歯肉炎予防をテーマとした啓
発動画及び媒体を作成し、学
童期・思春期の意識と知識の
向上を図る。

学校関係者向け歯
肉炎予防啓発動
画の作成１本

動画に合わせて使
用する資料の作成、
公開

啓発動画及び資
料の案内を全校に
送付

学校歯科医に動
画等の紹介、活用
を促す

【指標19】※最終評価まで調査実施なし
フッ化物を利用している中学生・高校生の
割合 69.4％（R1）→増加（R7）

41.6%
51.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H28 R4 R7

14_デンタルフロスなど歯と歯の間を清掃するた

めの器具を使っている者の割合（中学生）

最終目標:増加

57.4%
69.0% 66.5%
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１５_歯科健診受診率（思春期）

実績 目標

最終目標値

83.0% 82.2% 85.5% 87.4% 85.3% 88.4%

88.9%
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２０_むし歯のない子どもの割合

(中学１年生）

実績 目標

最終目標値

評価：↑

21.6%
27.3%

22.4%

14.6%
16.9%

15.7%

7.8%

12.0%

5.9%

6.0% 4.1% 6.0%

21.1%
21.1%

0.0%

11.8%

5.9%

16.7%

0%
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16_17_18_歯科専門職による歯の健康教

育を行っている校数

小学校 中学校 高等学校

小：100%
中：２０．０％
高：２９．４％

評価： いずれも↓

評価：-

評価：-
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（４）成人期（２０～６４歳） - ①

事業名
（担当課）

事業概要
令和6年度の実績

令和7年度の取組方針
R7年度実施計画

歯周病検診
☆トリプル健診（集団）
含む
（健康づくり推進課）

健康増進法に基づき実
施する歯科健診。国で
は、４０、５０、６０、７０
歳の節目年齢での実施
を推奨しているが、本
市では４０歳以上の職
場で健診機会のない者
と対象を広げている。
初年度にあたる４０歳
全員と特定健康診査、
市の大腸がん検診の両
方を受診した希望者に
は無料受診券を送付。
また、医師会等が実施
するサンデーレディース
健診※の場で集団歯周
病検診（トリプル健診）
を実施。今後、国の方針
に合わせ、２０歳、３０歳
に対象を拡大予定。

計画：①受診券送付枚数 40
歳：7,600枚、特定×大腸：
100枚、②サンデーレディー
ス健診の場で歯周病検診３回
実施、③周知啓発の実施、④
受診者数：前年度比増（歯周
病検診1,５２１人、うち４０歳3
８４人）
⇒実績：①40歳：7,664枚、
特定×大腸：110枚送付、②2
回実施、③全戸配布の成人健
診まるわかりガイドにて糖尿
病と歯周病の関係性について
周知、歯周病の恐ろしさが
テーマの動画を作成しSNSを
通じて啓発、④歯周病検診
９７６人前年度比545人減
※受診者数が期待を大きく下
回ったため、C評価。

歯周病の恐ろしさや歯周病と
全身疾患との関係性の周知
に力を入れ、歯科未受診者の
歯周病検診の受診を促す。

①受診券送付
40歳：7,330枚
特定×大腸：100
枚

②３回実施

③周知啓発の実
施

④受診者数前年
度比増

禁煙支援事業
（健康づくり推進課）

たばこの有害成分が歯
周組織を著しく破壊し、
歯周病を急速に悪化さ
せるリスク因子である
ことがわかってきてい
ることから、たばこをや
めたい人がやめられる
ように、禁煙治療を終
了した方に対して治療
費の補助事業を実施す
る。また、禁煙終了者に
対するアンケート調査
を行い、体験談による
啓発を行う。

計画：①補助事業の実施、
リーフレットの配布３，１00枚、
②申請件数５０件⇒実績：①
2,000枚配布、②申請件数：
31件（交付対象：19件）
※申請件数定員50名に対し、
31件で前年比15件減であっ
た。治療薬の供給停止の影響
と制度の周知が不足したこと
が原因として考えられる。

昨年から引き続き市民や医療
機関への当該補助事業の周
知案内とともに、定員枠50
名分の補助枠の申請手続き
を進め完了（もしくは中止）ま
で対象者の支援に努める。

補助事業の実施

リーフレットの配
布 2,000枚

申請件数 50件

※女性特有のがん予防を目的に、特定健診とがん検診（子宮頸がん・乳がん）を日曜日に受けられる健診。
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H28 R4 R7

42_タバコを吸うことやタバコの煙を吸うことが歯

周病に影響があると思う者の割合（20～64歳）

最終目標:増加
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22_23_歯周病検診・歯ピカ検診受診者

歯周病検診受診者数 歯ピカ検診受診者数

（人）

最終目標:増加
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30.9%
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24_25_26_歯周疾患に関する症状が

ある人の割合

20～29歳 30～44歳 45～64歳

45-64歳：:76.6%
30-44歳：６７．２％
20－29歳：６６．６％

13.7% 14.0%

18.1% 18.1%

13.9% 15.7%

3.5%
1.8% 7.4%

12.5%

13.1%
5.7%

2.5% 0.6%

12.8% 15.8%
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5.5%
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27_28_29_歯肉に異常のない者の割合

40～49歳 5０～５9歳 6０～69歳

最終目標:増加

評価：-

評価： いずれも↑

評価：-

評価： 歯周病検診:↓,歯ピカ:↓

評価： C

評価： A
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（４）成人期（２０～６４歳） - ②

事業名
（担当課）

事業概要
令和6年度の実績

令和7年度の取組方針
R7年度実施計画

歯科健診受診勧奨
（健康づくり推進課）

特定健康診査の問診票
で「噛めない」と回答し
ているものの、歯科医
院を受診されていない
者に対し、歯科健診の
受診勧奨を行う。

計画：勧奨通知の送付
約1,200人⇒実績：勧奨通知
の送付1,036人
※予定数を下回ったが、計画
どおり「噛めない」×「歯科医
院を受診されていない方」４
０～７０歳に勧奨通知を送付
できた。令和７年５月末の暫
定受診者数は268名で受診
率は25.8％と高い受診率で
あったためA評価とする。

特定健康診査の問診票で「歯
や歯ぐき、かみあわせなど気
になる部分があり、かみにく
いことがある」「ほとんどかめ
ない」と回答しているが、歯科
受診のレセプト情報がない方
に歯科受診勧奨通知を送付し、
歯科受診につなげる。

勧奨通知の送付
約1,200人

勧奨後の歯科受
診率：26%

歯と口の健康に関する
普及啓発事業
（健康づくり推進課）

６月４日～１０日の歯と
口の健康週間や１１月８
日のいい歯の日に合わ
せ啓発展示や広報紙へ
の掲載、SNSを活用し
た情報発信等を行う。

計画：庁舎での展示 ２か所、
関連機関のイベント ２回、⇒
実績：啓発展示２回、関連機関
のイベント２回、広報紙への掲
載２回、ＳＮＳを活用した情報
発信１回

歯と口の健康週間やいい歯
の日に合わせ、啓発展示や広
報紙への掲載、ＳＮＳを活用し
た情報発信等を行う。

啓発展示２回

広報紙への掲載２
回

【指標31】※最終評価まで調査実施なし
フッ化物を利用している40歳以上の割合
37.8％（R1）→増加（R7）

【指標37】※最終評価まで調査実施なし
かかりつけ歯科医を持っている40～64
歳の割合 76.0％（R1）→90.7%（R7）

39.2%
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30_むし歯処置未完了者の割合

（４０歳以上）

最終目標:減少
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３２_デンタルフロスなど歯と歯の間を清掃するた

めの器具を使っている者の割合（40歳以上）

実績 目標

最終目標値

28.2%

37.1%
40.2%

51.2%
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34_35_36_歯科健診受診率

20～29歳 30～44歳 45～64歳

45-64歳:52.2%
30-44歳:52.4%
20-29歳:41.8%

評価：-

評価：↑

評価：↑

評価： A
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（4）成人期（２０～６４歳） - ③

事業名
（担当課）

事業概要
令和6年度の実績

令和7年度の取組方針
R7年度実施計画

オーラルフレイル普及啓
発事業
（健康づくり推進課）

市民がオーラルフレイ
ルについて正しく理解
できるよう啓発リーフ
レットの作成・配布や講
演会等を実施する。

計画：リーフレット作成・配布
4,000枚、講演会１回開催
⇒実績：歯周病を切り口とし
たリーフレット「歯医者は痛く
なってから行くもの、と思っ
ていませんか？」の作成、１種
類、配布：6,000枚、歯科専
門職向け動画配信１本、視聴
回数２３５回
※講演会については、歯科医
療関係者を対象に「明日から
の診療に役立つオーラルフレ
イル対策」の動画配信を行っ
た。

令和３年度から６年度までの
４年間でオーラルフレイル対
策として、アンケート調査や３
種類のリーフレットの作成、動
画配信を行ってきた。今後は、
既存のリーフレット等を活用
しながら歯つらつ健口講座を
始め事業にて普及啓発を継
続していく。

歯つらつ健口講座
にてオーラルフレ
イルに関する知識
の普及

【指標39】※最終評価まで調査実施なし
オーラルフレイルを知っている40歳以上
の割合 11.5％（R1）→25.0%（R7）

【指標40】※最終評価まで調査実施なし
歯っぴー☆スマイル体操を知っている40
歳以上の割合
37.9％（R1）→増加（R7）

【指標41】※最終評価まで調査実施なし
8020運動を知っている40歳以上の割合
51.4％（R1）→増加（R7）

81.9% 82.4%
90.2% 93.8% 91.0% 91.0%

95.0%
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３３_６０２４達成者の割合（５５～６４歳）

実績 目標

最終目標値

84.2% 82.5% 82.4% 81.1% 82.4%

85.3%

50%
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70%

80%

90%

100%
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38_何でも噛んで食べることができる者の

割合（男性５０～５４歳）

実績 目標

最終目標値

評価：R6実績値集計中

評価：↑

評価： A
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（５）高齢期（65歳以上） - ①

事業名
（担当課）

事業概要
令和6年度の実績

令和7年度の取組方針
R7年度実施計画

歯つらつ健口講座
（健康づくり推進課）

高齢者の集う地域など
において、口腔機能の
向上について講話と体
操の紹介を行い、参加
者がより身近な視点で
理解し、日常生活や地
域の活動の中で実践出
来るよう支援する。

計画：25回開催⇒実績：28
回実施 843人※希望数が
上回ったため、調整し対応

これまで希望のなかった団体
に働きかけ、オーラルフレイル
予防等の重要性を広く啓発し
ていく。

25回実施

オーラルフレイル普及啓
発事業
（健康づくり推進課）

※再掲

市民がオーラルフレイ
ルについて正しく理解
できるよう啓発リーフ
レットの作成・配布や講
演会等を実施する。

計画：リーフレット作成・配布
4,000枚、講演会１回開催
⇒実績：リーフレット作成・配
布：6,000枚、歯科専門職向
け動画配信１本

今後は、既存のリーフレット等
を活用しながら歯つらつ健口
講座を始め事業にて普及啓
発を継続していく。

歯つらつ健口講座
にてオーラルフレ
イルに関する知識
の普及

口腔機能向上事業
（健康づくり推進課）

オーラルフレイル（口の
機能低下）が見られる
方に対し、個々に合わ
せた改善プログラムを
作成、支援することで、
口の機能を改善・維持
し、その先にあるフレイ
ルや要介護状態となる
ことを予防し、活動的で
生きがいのある生活を
送れるよう支援する。

計画：依頼により実施
⇒実績：０人※地域包括支援
センター連絡会に出向き、お
口の機能の維持向上の重要
性啓発リーフレットの配付と
あわせ事業の周知を行ったた
めA評価とする。

地域包括支援センターから対
象者の紹介により実施する。
引き続き、事業周知を行う。

事業の周知

依頼により実施
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43_口腔機能に関する症状がない者の

割合（６５歳以上）

実績 目標

最終目標値

評価：-
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44_何でも噛んで食べることができる者の

割合（女性７０～７４歳）

実績 目標

最終目標値

評価：R6実績値集計中
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74.6% 75.4% 73.0%
78.9%
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47_8020達成者の割合

最終目標:増加

評価：↑

評価： A

評価： A

評価： A

高齢者の保健事業と介
護予防の一体的な実施
（健康づくり推進課）

高齢者に対する個別支
援（ハイリスクアプロー
チ）と通いの場等への
積極的関与（ポピュレー
ションアプローチ）を実
施することで、フレイル
のおそれがある高齢者
を包括的に支援する。

計画：【ハイリスクアプローチ】
対象者への個別支援指導率
80%以上、【ポピュレーション
アプローチ】通いの場等健康
教育への関与５会場以上実施
⇒実績：【ハイリスク】対象者
21名中21名に実施。指導率
100%、【ポピュレーション】９
会場実施

KDBを活用したデータ分析
により地域の健康課題を明確
にし、事業を実施。

【ハイリスクアプ
ローチ】対象者へ
の個別支援指導
率80%以上

【ポピュレーション
アプローチ】通い
の場等健康教育
への関与５会場以
上実施評価： A
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（５）高齢期（65歳以上） - ②

事業名
（担当課）

事業概要
令和6年度の実績

令和7年度の取組方針
R7年度実施計画

歯周病検診
☆トリプル健診（集団）
含む
（健康づくり推進課）

※再掲

健康増進法に基づき実
施する歯科健診。国で
は、４０、５０、６０、７０
歳の節目年齢での実施
を推奨しているが、本
市では４０歳以上の職
場で健診機会のない者
と対象を広げている。
初年度にあたる４０歳
全員と特定健康診査、
市の大腸がん検診の両
方を受診した希望者に
は無料受診券を送付。
また、医師会等が実施
するサンデーレディース
健診※１の場で集団歯周
病検診（トリプル健診）
を実施。今後、国の方針
に合わせ、２０歳、３０歳
に対象を拡大予定。

計画：①特定×大腸：100枚、
②サンデーレディース健診の
場で歯周病検診３回実施、③
周知啓発の実施、④受診者
数：前年度比増（歯周病検診1,
５２１人）
⇒実績：①特定×大腸：110枚
送付、②2回実施、③全戸配
布の成人健診まるわかりガイ
ドにて糖尿病と歯周病の関係
性について周知、歯周病の恐
ろしさがテーマの動画を作成
しSNSを通じて啓発、④歯周
病検診 ９７６人前年度比
545人減
※受診者数が期待を大きく下
回ったため、C評価。

歯周病の恐ろしさや歯周病と
全身疾患との関係性の周知
に力を入れ、歯科未受診者の
歯周病検診の受診を促す。

①受診券送付
特定×大腸：1０0
枚
②３回実施
③周知啓発の実
施
④受診者数前年
度比増

歯と口の健康に関する
普及啓発事業
（健康づくり推進課）

※再掲

６月４日～１０日の歯と
口の健康週間や１１月８
日のいい歯の日に合わ
せ啓発展示や広報紙へ
の掲載、SNSを活用し
た情報発信等を行う。

計画：庁舎での展示 ２か所、
関連機関のイベント ２回、⇒
実績：啓発展示２回、関連機関
のイベント２回、広報紙への掲
載２回、ＳＮＳを活用した情報
発信１回

歯と口の健康週間やいい歯
の日に合わせ、啓発展示や広
報紙への掲載、ＳＮＳを活用し
た情報発信等を行う。

啓発展示２回

広報紙への掲載２
回
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48_歯科健診受診率（65～74歳）

実績 目標

最終目標値

評価：-
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49_歯科健診受診率（75歳以上）

実績 目標

最終目標値

評価：-
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45_46_歯肉に異常のない者の割合

70～79歳 80歳以上

最終目標:増加

評価： 70～79歳↑・80歳以上：↓

評価： C

評価： A

※女性特有のがん予防を目的に、特定健診とがん検診（子宮頸がん・乳がん）を日曜日に受けられる健診。

※その他、「歯科相談（健康づくり推進課）」を実施。計画：依頼により実施⇒実績 乳幼児１０件,学童・思春期２件,
成人期60件,高齢期４５件でA評価。令和7年度計画：依頼により実施 １2
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（1）障がい児・者 - ①

事業名
（担当課）

事業概要
令和6年度の実績

令和7年度の取組方針
R7年度実施計画

障害福祉サービス等事
業所歯科健診
（健康づくり推進課）

かかりつけ歯科医を持
つことの啓発として、通
所の障害福祉サービス
等事業所利用者を対象
に歯科健診を実施する。

計画：５１か所実施⇒実績：４
７か所実施
歯科健診後の受診勧奨を利
用者と家族に行うとともに、
事業所職員とも連携し、かか
りつけ歯科医をもつことの重
要性について啓発を行う。

障害福祉サービス
等事業所 5８か
所

障害福祉サービス等事
業所歯科保健活動
（健康づくり推進課）

かかりつけ歯科医を持
つもつことの啓発とし
て、通所の障害福祉
サービス等事業所利用
者を対象に歯みがき支
援等の歯科保健活動を
実施する。

計画：３８か所実施⇒実績：３
７か所実施
歯科保健活動において利用
者に支援を行うとともに、事
業所職員とも連携し、かかり
つけ歯科医をもつことの重要
性について啓発を行う。

障害福祉サービス
等事業所 3３か
所

障害者歯科保健セン
ター職員派遣等
（健康づくり推進課）

障がいのある人の歯と
口の健康を向上するこ
とを目的に、障害者歯
科保健センターの職員
を派遣し、障がいのあ
る人の保護者や支援者
に対する講話や、特別
支援学校の児童生徒に
歯みがき支援等の歯科
保健活動を実施する。

計画：保護者、支援者への講
話1２回、特別支援学校等へ
の歯科保健活動2４回⇒実
績：講話1２回、歯科保健活動
2４回

特別支援学校等へ職員を派
遣し、児童生徒、保護者、支援
者等にかかりつけ歯科医をも
つことの重要性の啓発を行う。

希望のあった特別
支援学校等の保
護者、支援者への
講話 12回

希望のあった特別
支援学校等への
歯科保健活動
24回

学童期（思春期）歯科保
健活動
（健康づくり推進課）

かかりつけ歯科医を持
つことの啓発として、放
課後等デイサービス利
用者を対象に歯みがき
支援等の歯科保健活動
を実施する。

計画：２４か所実施⇒実績：２
３か所実施
利用者に歯科保健支援を行う
とともに、事業所職員とも連
携し、かかりつけ歯科医をも
つことの重要性の啓発を行う。

放課後等デイサー
ビス事業所 22
か所

普及啓発事業
（健康づくり推進課）

障がいのある人者や支
援者に対して通信を配
布し、歯科保健に関する
情報提供を行う。

計画：①通信配布105か所、
②登録医一覧表配布630か
所、③センター案内リーフレッ
ト配布630か所⇒実績：①１
０５か所、②③6８３か所

通信はライフステージに合わ
せた内容で作成する。登録医
一覧表等は障害福祉企画課
と連携しメールにて送付する。

通信配布 122か
所

登録医一覧表配
布 683か所

センター案内リー
フレット配布
683か所
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50_障害福祉サービス等事業所でかかりつ

け歯科医を持つ者の割合

実績 目標

最終目標値

評価：↑
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51_特別支援学校でかかりつけ歯科医を

持つ者の割合（小学部）

最終目標:増加

評価：↑
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52_特別支援学校でかかりつけ歯科医を

持つ者の割合（中学部）

最終目標:増加

評価：↑

52.0%
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53_特別支援学校でかかりつけ歯科医を

持つ者の割合（高等部）

最終目標:増加

評価：↑

評価： A

評価： A

評価： A

評価： A

評価： A

（再掲）【指標15】歯科健診受診率（思春期）
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（1）障がい児・者 - ②

事業名
（担当課）

事業概要
令和6年度の実績

令和7年度の取組方針
R7年度実施計画

歯科診療事業
（健康づくり推進課）

障害者歯科保健セン
ターにおいて一般の歯
科医院では、治療が困
難な人の歯科治療及び
全身麻酔下での歯科治
療を実施。その他、食環
境支援として、小児の
摂食外来、障害福祉
サービス等事業所に対
しての摂食相談や食環
境支援を行う。

計画：①初診予約平均待ち日
数 21日、②障がい児・者の
全身麻酔下歯科治療実施率
32％、③障がい児・者の全身
麻酔下歯科治療標準期間内
実施率 10％⇒実績：①２３
日、②３９．０％、③１６．６％回
※①初診予約待ち日数は計
画に達しなかったが初診予約
日を設定し待ち期間は短縮し
ている。②③は全身麻酔の協
力病院での実施回数を増やし
たことで達成できた。
安全安心な診療を実施するた
め、初診予約日を設定どおり
運用するほか、全身麻酔下歯
科治療を計画的に実施する。

初診予約平均待ち
日数 14日

障がい児・者の全
身麻酔下歯科治
療実施率 50.8％

障がい児・者の全
身麻酔下歯科治
療標準期間内実
施率 15.4％

研修事業
（健康づくり推進課）

障がいのある人に関わ
る支援者への研修会の
開催し、障がいのある
人の歯科保健の重要性
を啓発していく。
・障がい者歯科臨床研
修会（登録医研修会）
・保健活動従事歯科衛
生士向け研修会
・事業所職員研修会

計画：４回開催⇒実績：４回開
催

障がいのある人が住み慣れ
た地域でかかりつけ歯科医を
もつことができる環境整備と
して、より実践的な登録医研
修会を開催する。

開催回数 4回

地域連携推進事業
（健康づくり推進課）

障がいのある人者を支
える関係者（歯科医療、
医療、教育、福祉、行政、
家族等）が障がいのあ
る人の歯科保健を推進
するための協議を行い、
連携を図る会議を開催。
歯科医師会との連携に
より登録医の増加を目
指す。

計画：①障がい者歯科保健推
進会議 2回、②登録医要綱
改定の素案作成⇒実績：①
２回、②歯科治療に対する支
援ニーズの区分表の作成※登
録医との連携の見直しを図る
こととし歯科治療に対する支
援ニーズ区分表の作成に変更

歯と口腔の健康づくり推進会
議と連携し開催する。歯科医
師会との連携強化のため歯
科治療に対する支援ニーズの
区分表を周知する。

障がい者歯科保
健推進会議 2回

歯科治療に対する
支援ニーズの区分
表の配布
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65_障害者歯科保健センターの初診予約

平均待ち日数

実績 目標

（日）

最終目標値

評価：↑
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66_障がい児・者の全身麻酔下

歯科治療実施率

実績 目標

最終目標値

評価：↑
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67_障がい児・者の全身麻酔下歯科治療

標準期間内実施率

実績 目標

最終目標値

評価：↑

評価： A

評価： A

評価： A

１4
※その他、電話等で歯と口に関する相談に対応する「歯と口の相談事業（健康づくり推進課）」を実施。
計画：相談の実施⇒実績 相談の実施39件でA評価。令和7年度計画：相談の実施

障
が
い
児
・
者 
 

要
介
護
者
 

妊
産
婦
な
ど
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
人
に
対
す
る
取
組

基
本
方
針
2



（2）要介護者

事業名
（担当課）

事業概要
令和6年度の実績

令和7年度の取組方針
R7年度実施計画

訪問歯科診療支援事業
（健康づくり推進課）

歯科医院への通院が困
難な要介護高齢者等が、
在宅において必要な歯
科診療を受けられるよ
う支援する。

計画：回覧板、市HP等による
事業周知実施、往診の実施⇒
実績：回覧板、市HP等による
事業周知実施、往診実人数：
72人、延べ人数６４８人
回覧板や市HP等の媒体を活
用して、市民や介護関連職種
に対し、事業の周知を行う。

回覧板や市HP等
による事業周知実
施

訪問歯科診療の
実施

高齢者施設訪問歯科健
診事業
（健康づくり推進課）

介護施設に入所する要
介護高齢者を対象とし
た歯科健診事業を行う。
施設職員向け研修会も
あわせて実施する。

計画：①歯科健診３か所、②職
員向け研修会3か所⇒実績：
①３か所、②２か所※感染症
の影響により対面研修会は中
止。資料配付とした。
各施設の状況や要望に応じて、
歯科健診、職員向け研修会を
行い、施設入所者の口腔衛生
の保持増進を図る。

歯科健診施設
６か所

職員向け研修会施
設 ２か所

（３）妊産婦

事業名
（担当課）

事業概要
令和6年度の実績

令和7年度の取組方針
R7年度実施計画

妊婦歯科健診
（こども家庭福祉課）

ホルモンバランスの変
化やつわりなどによる
食生活の乱れ等により、
口腔内状況の悪化しや
すい時期に、歯科医師
による健診及び適切な
歯科保健指導の機会を
提供する。

計画：歯周病のリスク周知、受
診率の向上 5１.２％
⇒実績：受診率 49.3％

受診票交付時、妊娠中の口内
ケアの重要性について説明を
行い、妊婦歯科健診の受診を
促す。

歯周病のリスク周
知
(母子健康手帳交
付時）
受診率の向上
受診率 5３.２％

オンデマンド型マタニ
ティ教室（歯科）（健康づ
くり推進課）

妊婦と生まれてくる子
どもの歯の健康の保持
増進を図ることを目的
に情報のオンデマンド
配信を行う。

計画：オンデマンド型教室３回
実施⇒実績：３回２０６人参加

動画配信を継続し、妊娠期と
生まれてくる子どもの歯と口
の健康の重要性を啓発する。

オンデマンド型教
室３回実施

訪問口腔衛生指導
（健康づくり推進課）

介護が必要な高齢者等
の家庭へ歯科衛生士が
訪問し、口腔ケア等の必
要な指導・助言を行う。

計画：口腔ケア方法等の実施
⇒実績：口腔ケア方法等の実
施76回１0８人
希望する本人及び家族に対し、
口腔ケア方法等の指導を行う。

口腔ケア方法等の
指導の実施
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54_年に１回以上定期的に歯科健診を行っ

ている介護保険施設の割合

実績 目標

最終目標値

評価：↑
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55_年に１回以上定期的に歯科保健指導

を行っている介護保険施設

実績 目標

最終目標値

評価：↑
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56_妊婦歯科健診受診率

実績 目標

最終目標値

評価：↑
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57_歯科健診受診率（妊娠期）

最終目標:増加

評価：-

評価： A

評価： A

評価： A

評価： A

評価： A

（再掲）【指標43】口腔機能に関する症状が
ない人の割合
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（１）災害時における健康被害の予防

事業名
（担当課）

事業概要
令和6年度の実績

令和7年度の取組方針
R7年度実施計画

歯つらつ健口講座 （健
康づくり推進課）

※再掲

高齢者の集う地域など
において、口腔機能の
向上の重要性の講話を
する際に災害時の口腔
ケアや非常持ち出し袋
に歯ブラシ等を入れて
おくことの重要性を啓
発する。

計画：２０回実施⇒実績：2８
回実施、８４３人

災害時に用意しておきたい口
腔ケアグッズや水が不足して
いる時の口腔ケア方法の資料
を配布する。

25回実施

障害福祉サービス等事
業所歯科保健活動
（健康づくり推進課）

※再掲

かかりつけ歯科医を持
つもつことの啓発とし
て、通所の障害福祉
サービス等事業所利用
者を対象に歯みがき支
援等の歯科保健活動を
実施する。災害時の口
腔ケアや非常持ち出し
袋に歯ブラシ等を入れ
ておくことの重要性に
ついて啓発する。

計画：３８か所に配布⇒実績：
３７か所に配布

災害時における健康被害の予
防に関する知識の普及啓発と
して、障害福祉サービス等事
業所利用者を対象に情報紙
を配布する。

配布事業所
38か所

（２）災害時における保健医療提供体制の整備

事業名
（担当課）

事業概要
令和6年度の実績

令和7年度の取組方針
R7年度実施計画

災害時歯科保健医療活
動研修会
（健康づくり推進課）

災害時医療救護体制
（歯科体制）について理
解し、大規模災害発生
時に具体的なイメージ
を持ち、歯科保健活動
にあたる歯科専門職を
養成する。

計画：１回実施⇒実績：会場と
オンラインのハイブリッド研修
会実施 １回、参加者数 48
人

令和６年度は、講師による講
演を中心に実施したため、今
年度はグループワーク等を取
り入れより実践的な内容の研
修会とする。

研修会実施
１回

【指標58】※最終評価まで調査実施なし
災害時の非常持ち出し袋の中にハブラシや
液体歯みがきが入っている者の割合
22.3％（R1）→増加（R7）

【指標59】※最終評価まで調査実施なし
災害時に十分な口腔ケアができないと誤
嚥性肺炎になる可能性があることを知って
いる者の割合
42.8％（R1）→増加（R7）

※その他、「学童期（思春期）歯科保健活動 ※再掲（2３か所）」、「障害者歯科保健センター職員派遣等 ※再掲
（４か所）」（ともに担当は健康づくり推進課）にて資料配布
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60_災害時歯科衛生士事前登録者数（人）

最終目標:増加

評価：R6実績値調査中

評価： A

評価： A

評価： A

１6

※その他、12月の第１日曜日に歯科対策班、歯科医師会災害対策本部を立ち上げ、協働で訓練を行う「防災訓練
（健康づくり推進課）」を実施。計画：歯科医師会との共同訓練を２か所で実施⇒実績 ２か所で実施しA評価。令和
７年度計画：協働訓練を２か所（静岡・清水）で実施
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（１）市民が学校や事業所等のあらゆる場面において歯と口の健康づくりを推進できる環境整備

事業名
（担当課）

事業概要
令和6年度の実績

令和7年度の取組方針
R7年度実施計画

静岡市食育応援団事業
（健康づくり推進課）

食育に関する知識や経
験を持っている個人、
団体、企業を「食育応援
団」として登録し、食育
に取り組む市民からの
依頼内容に沿った応援
団を紹介、市民に幅広
く食育を推進していく。

計画：食育応援団事業参加者
数1,000人⇒実績：参加者数：
2,281人※コロナ禍で落ち
着いていた申請数が急増し、
目標をおおきく上回る成果と
なった。

食育応援団の活動について
はSNS等で紹介するなど、応
援団の登録講師や依頼件数
を増やしていく。

食育応援団事業
参加者数
1,500人

食育ボランティア人材養
成講座※
（健康づくり推進課）

静岡シチズンカレッジ
「こ・こ・に」の講座とし
て、食の「大切さ」や「楽
しさ」の普及を目的に、
栄養士から食に関する
知識や、健康運動指導
士から自宅でできる簡
単な体操などについて、
楽しく学ぶ。旧食生活改
善推進員養成講座も兼
ねており、受講後は食
に関するボランティアと
して活動する。

計画：食育ボランティア人材
養成数2０人⇒実績：受講者
14人中８人が食生活改善推
進協議会に入会した。※食生
活改善推進員協議会への加
入が前提の講座ではないた
め、加入者が目標の40％に
留まった。

R7からは、従来通り食生活
改善推進員養成講座を実施
する

食生活改善推進
員の育成人数
20人

※事業名は「食生
活改善推進員養
成講座」に変更

職域への口腔保健促進
事業
（健康づくり推進課）

従業員が歯科健診を受
診しづらい中小規模の
事業所に歯科医師・歯
科衛生士を派遣し、歯
科健診・歯科保健指導
を行うことにより、歯科
口腔保健の重要性の気
付きを促し、かかりつけ
歯科医における継続的
な歯科受診につなげる。

計画：健診等実施 １０か所⇒
実績：健診等実施 ９か所

歯科健診・歯科保健指導を行
うことで、かかりつけ歯科医
における継続的な歯科受診に
つなげる。

健診等実施 ８か
所

【指標61】※最終評価まで調査実施なし
歯科健診を実施している49人以下の事業
所の割合 1.4％（R1）→増加（R7）

【指標62】※最終評価まで調査実施なし
歯科健診を実施している50人以上の事業
所の割合 3.0％（R1）→増加（R7）

【指標63】※最終評価まで調査実施なし
従業員の歯の病気について把握している
49人以下の事業所の割合
6.3％（R1）→増加（R7）

【指標64】※最終評価まで調査実施なし
従業員の歯の病気について把握している
50人以上の事業所の割合
4.0％（R1）→増加（R7）

※その他、「健康増進普及月間健康づくり普及啓発事業」、「世界禁煙デー・禁煙週間普及啓発事業」、
「食育普及啓発事業」、「受動喫煙防止対策」（いずれも担当は健康づくり推進）評価はいずれもA評価。

※ 食と口の健康は密接に関係することから本計画の行政の取組として掲載

評価： S

評価： C

評価： A

（再掲）【指標38】何でも噛んで食べること
ができる者の割合（男性50～54歳）、【指
標44)】何でも噛んで食べることができる
者の割合（男性50～5４歳）
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静岡市歯と口腔の健康づくり推進計画（令和３～８年度）指標の進捗状況

R2年度
実績

R3年度
実績

R4年度
実績

当初
最終目標値

R5年度
実績

R5実績/
ベースライン

値

R5年度実績
ベースライン

比

R6年度
実績

ベース
ライン
値から
の評価

R6実績/
ベースライン

値

R6年度実績
ベースライン比

±３％未
満

R7
最終目標値

1
（１）

1 １歳６か月児 乳幼児歯科健康診査結果（毎年） ９９．３％（Ｒ１） 98.95% 99.64% 99.30% 維持 100% 99.6% 1.0031 0.31% 99.4% → 1.0010 0.10% 〇 100%

1
（１）

2 １歳６か月児 １歳６か月児健康診査（毎年） ９７．６％（Ｒ１） 94.8% 94.4% 93.9% 悪化 100% 93.9% 0.9621 3.79% 93.9% ↓ 0.9621 3.79% × 100%

1
（１）

3 ３歳児 乳幼児歯科健康診査結果（毎年） ９１．５％（Ｒ１） 90.0% 93.1% 93.9% 維持 98.2% 95.3% 1.0415 4.15% 94.1% → 1.0284 2.84% 〇 98.2%

1
（１）

4 ３歳児 ３歳児健康診査（毎年） ８９．４％（Ｒ１） 90.2% 90.2% 88.7% 維持 増加 88.1% 0.9855 1.45% 90.0% → 1.0067 0.67% 〇 増加

1
（１）

5 3歳児 3歳児健康診査（毎年） ３０．８％（Ｒ１） 29.3% 29.2% 30.6% 維持 減少 32.4% 1.0519 5.19% 30.9% → 1.0032 0.32% 〇 減少

1
（１）

6 ５歳児（乳歯） 静岡県５歳児歯科調査結果（毎年） ７０．６％（Ｒ１） 74.0% 75.7% 77.9% 達成 77.7% 77.7% 1.1006 10.06% 80.1% ↑ 1.1346 13.46% × 84.3%

1
（１）

7 こども園・保育園・幼稚園 健康づくり推進課調査（毎年） ７３．１％（Ｒ２） 73.1% 75.0% 75.3% 改善 80.0% 74.6% 1.0205 2.05% 75.1% → 1.0274 2.74% 〇 80.0%

1
（２）

8 小学４年生 学校歯科保健調査（毎年） ４５．１％（Ｒ１） 35.3% 41.2% 31.7% 改善 減少 49.0% 1.0865 8.65% 48.5% ↓ 1.0754 7.54% × 減少

1
（３）

9 中学１年生 学校歯科保健調査（毎年） ４１．７％（Ｒ１） 40.7% 43.9% 48.4% 悪化 減少 39.9% 0.9568 4.32% 42.9% → 1.0288 2.88% 〇 40.6%

1
（３）

10 高校１年生 学校歯科保健調査（毎年） ４２．７％（Ｒ１） 33.4% 33.4% 34.8% 改善 減少 33.3% 0.7799 22.01% 31.6% ↑ 0.7400 26.00% × 減少

1
（２）

11 小学４年生 学校歯科保健調査（毎年） ８．３％（Ｒ１） 8.9% 8.9% 7.6% 改善 減少 7.3% 0.8795 12.05% 7.7% ↑ 0.9277 7.23% × 減少

1
（３）

12 中学１年生 学校歯科保健調査（毎年） １９．６％（Ｒ１） 20.8% 21.1% 18.2% 改善 減少 20.0% 1.0204 2.04% 17.8% ↑ 0.9082 9.18% × 減少

1
（３）

13 高校１年生 学校歯科保健調査（毎年） ２７．０％（Ｒ１） 19.1% 20.8% 18.3% 改善 減少 20.3% 0.7519 24.81% 19.4% ↑ 0.7185 28.15% × 減少

1
（３）

14 中学生
健康に関する意識・生活アンケート調

査（爛漫計画調査年）
４１．６％（Ｈ２８） - - 51.5% 改善 増加 - - - - - - - × 増加

1
（３）

15 思春期
健康に関する意識・生活アンケート調

査（爛漫計画調査年）
５７．４％（Ｈ２

８）
- - 69.0% 改善 66.5% - - - - - - - × 66.5%

1
（２）

16 小学校 学校歯科保健調査（毎年）
１９／８８校

２１．６％（R1）
27.3% 22.4% 14.6% 悪化 全校 16.9% 0.7824 21.76% 15.7% ↓ 0.7269 27.31% × 100%

1
（３）

17 中学校 学校歯科保健調査（毎年）
４／５１校

７．８％（R1）
12.0% 5.9% 6.0% 悪化 増加 4.1% 0.5256 47.44% 6.0% ↓ 0.7692 23.08% × 20.0%

1
（３）

18 高等学校 学校歯科保健調査（毎年）
４／１９校

２１．１％（R1）
21.1% 0.0% 11.8% 悪化 増加 5.9% 0.2796 72.04% 16.7% ↓ 0.7915 20.85% × 29.4%

1
（３）

19
中学生
高校生

歯と口に関するアンケート調査
（歯科保健調査年）

６９．４％（Ｒ１） - - - - 増加 - - - - - - - - 増加

1
（３）

20 中学１年生 学校歯科保健調査（毎年） ８３．０％（Ｒ１） 82.2% 85.5% 87.4% 達成 85.0% 85.3% 1.0277 2.77% 88.4% ↑ 1.0651 6.51% × 88.9%

1
（３）

21 小学校 健康づくり推進課調査（毎年）
４／８８校

４．５％（Ｒ２）
４／86校

4.6%
４／86校

4.6%
５／８２校

6.0%
改善 増加

5/82校
６．０％

1.3333 33.33%
３/81校
3.7%

↓ 0.8222 17.78% × 増加

１
（４）

22 ４０歳以上 歯周病検診結果（毎年） １，４５０人（Ｒ１） 1,460人 1,863人 1,807人 改善 増加 1,521人 1.0490 4.90% 976 ↓ 0.6731 32.69% × 増加

１
（４）

23 ４０歳 歯周病検診結果（毎年） ４０５人（Ｒ１） 520人 518人 399人 維持 増加 384人 0.9481 5.19% 307 ↓ 0.7580 24.20% × 増加

１
（４）

24 ２０～２９歳
健康に関する意識・生活アンケート調

査（爛漫計画調査年）
７２．６％（Ｈ２

８）
- - 30.9% 改善 66.6% - - - - - - - - 66.6%

１
（４）

25 ３０～４４歳
健康に関する意識・生活アンケート調

査（爛漫計画調査年）
７７．９％（Ｈ２

８）
- - 48.3% 改善 67.2% - - - - - - - - 67.2%

１
（４）

26 ４５～６４歳
健康に関する意識・生活アンケート調

査（爛漫計画調査年）
８０．０％（Ｈ２

８）
- - 52.7% 改善 76.6% - - - - - - - - 76.6%

１
（４）

27 ４０～４９歳 歯周病検診結果（毎年） １３．７％（Ｒ１） 14.0% 18.1% 18.1% 改善 増加 13.9% 1.0146 1.46% 15.7% ↑ 1.1460 14.60% × 増加

１
（４）

28 ５０～５９歳 歯周病検診結果（毎年） ３．５％（Ｒ１） 1.8% 7.4% 12.5% 改善 増加 13.1% 3.7429 274.29% 5.7% ↑ 1.6286 62.86% × 増加

１
（４）

29 ６０～６９歳 歯周病検診結果（毎年） ２．５％（Ｒ１） 0.6% 12.8% 15.8% 改善 増加 12.0% 4.8000 380.00% 5.5% ↑ 2.200 120.00% × 増加

１
（４）

30 ４０歳以上 歯周病検診結果（毎年） 39.2%（Ｒ1） 44.1% 35.5% 36.5% 改善 減少 36.2% 0.9235 7.65% 40.9% ↑ 1.0434 4.34% × 減少

１
（４）

31 ４０歳以上
歯と口に関するアンケート調査

（歯科保健調査年）
３７．８％（Ｒ１） - - - - 増加 - - - - - - - - 増加

１
（４）

32 ４０歳以上 歯周病検診結果（毎年） ６０．８％（Ｒ１） 62.0% 70.0% 72.1% 達成 65.8% 73.2% 1.2039 20.39% 71.4% ↑ 1.1743 17.43% × 81.0%

１
（４）

33 ５５～６４歳 歯周病検診結果（毎年） 81.9%（Ｒ１） 82.4% 90.2% 93.8% 達成 82.6% 91.0% 1.1111 11.11% 91.0% ↑ 1.1111 11.11% × 95.0%

１
（４）

34 ２０～２９歳
健康に関する意識・生活アンケート調

査（爛漫計画調査年）
２８．２％（Ｈ２

８）
- - 37.1% 改善 41.8% - - - - - - - - 41.8%

１
（４）

35 ３０～４４歳
健康に関する意識・生活アンケート調

査（爛漫計画調査年）
４０．２％（Ｈ２

８）
- - 51.2% 改善 52.2% - - - - - - - - 52.2%

１
（４）

36 ４５～６４歳
健康に関する意識・生活アンケート調

査（爛漫計画調査年）
４０．７％（Ｈ２

８）
- - 48.5% 改善 52.4% - - - - - - - - 52.4%

１
（４）

37 ４０～６４歳
歯と口に関するアンケート調査

（歯科保健調査年）
７６．０％（Ｒ１） - - - - 90.7% - - - - - - - - 90.7%

１
（４）

38 男性　５０～５４歳 特定健康診査質問票（毎年） ８４．２％（Ｒ１） 82.5% 82.4% 81.1% 悪化 85.3% 82.4% 0.9786 2.14% ## 0.0000 100.00% × 85.3%

１
（４）

39 ４０歳以上
歯と口に関するアンケート調査

（歯科保健調査年）
１１．５％（Ｒ１） - - - - 25.0% - - - - - - - - 25.0%

１
（４）

40 ４０歳以上
歯と口に関するアンケート調査

（歯科保健調査年）
３７．９％（Ｒ１） - - - - 増加 - - - - - - - - 増加

１
（４）

41 ４０歳以上
歯と口に関するアンケート調査

（歯科保健調査年）
５１．４％（Ｒ１） - - - - 増加 - - - - - - - - 増加

１
（４）

42 ２０～６４歳
健康に関する意識・生活アンケート調

査（爛漫計画調査年）
２９．６％（Ｈ２

８）
- - 79.7% 改善 増加 - - - - - - - - 増加

１
（５）

43 ６５歳以上
健康に関する意識・生活アンケート調

査（爛漫計画調査年）
５２．０％（Ｈ２

８）
- - 80.1% 達成 52.8% - - - - - - - - 52.8%

１
（５）

44 女性　７０～７４歳 特定健康診査質問票（毎年） ８１．１％（Ｒ１） 79.9% 80.1% 80.1% 維持 83.3% 80.2% 0.9889 1.11% ## 0.0000 100.00% × 83.3%

１
（５）

45 ７０～７９歳 歯周病検診結果（毎年） １．６％（Ｒ１） 3.9% 9.0% 3.6% 改善 増加 4.7% 2.9375 193.75% 4.4% ↑ 2.750 175.00% × 増加

１
（５）

46 ８０歳以上 歯周病検診結果（毎年） １．６％（Ｒ１） 0.6% 4.9% 2.0% 改善 増加 2.2% 1.3750 37.50% 0.0% ↓ 0.000 100.00% × 増加

１
（５）

47 ７５～８４歳 歯周病検診結果（毎年） ６２．７％（Ｒ１） 61.4% 74.6% 75.4% 改善 増加 73.0% 1.1643 16.43% 78.9% ↑ 1.2584 25.84% × 増加

１
（５）

48 ６５～７４歳
健康に関する意識・生活アンケート調

査（爛漫計画調査年）
４７．５％（Ｈ２

８）
- - 55.8% 改善 56.5% - - - - - - - - 56.5%

１
（５）

49 ７５歳以上
健康に関する意識・生活アンケート調

査（爛漫計画調査年）
５１．８％（Ｈ２８） - - 59.2% 改善 65.8% - - - - - - - - 65.8%

2
（１）

50
障害福祉サービス事業所

利用者
障害者歯科保健センターアンケート

（毎年）
６６．３％（Ｒ１） 63.6% 70.1% 63.2% 悪化 増加 68.0% 1.0256 2.56% 70.7% ↑ 1.0664 6.64% × 70.2%

2
（１）

51 特別支援学校小学部
障害者歯科保健センターアンケート

（毎年）
７７．５％（Ｒ１） 80.6% 84.3% 81.6% 改善 増加 83.7% 1.0800 8.00% 87.2% ↑ 1.1252 12.52% × 増加

2
（１）

52 特別支援学校中学部
障害者歯科保健センターアンケート

（毎年）
６８．５％（Ｒ１） 70.7% 79.6% 82.1% 改善 増加 85.6% 1.2496 24.96% 92.4% ↑ 1.3489 34.89% × 増加

2
（１）

53 特別支援学校高等部
障害者歯科保健センターアンケート

（毎年）
５２．０％（Ｒ１） 44.4% 55.5% 60.9% 改善 増加 63.2% 1.2154 21.54% 74.2% ↑ 1.4269 42.69% × 増加

2
（２）

54 介護保険施設アンケート（随時）
２８．０％（Ｈ３

０）
- - - - 50.0% 46.2% 1.6500 65.00% - - - - - 50.0%

2
（２）

55 介護保険施設アンケート（随時）
２４．０％（Ｈ３

０）
- - - - 50.0% 47.7% 1.9875 98.75% - - - - - 50.0%

2
（３）

56 妊婦 妊婦歯科健康診査（毎年） ４６．２％（Ｒ１） 46.2% 50.8% 51.2% 達成 50.0% 50.6% 1.0952 9.52% 49.3% ↑ 1.0671 6.71% × 53.2%

2
（３）

57 妊娠期
健康に関する意識・生活アンケート調

査（爛漫計画調査年）
６４．７％（Ｈ２

８）
- - 75.8% 改善 増加 - - - - - - - - 増加

３
（１）

58 全世代
歯と口に関するアンケート調査

（歯科保健調査年）
２２．３％（Ｒ１） - - - - 増加 - - - - - - - - 増加

３
（１）

59 全世代
歯と口に関するアンケート調査

（歯科保健調査年）
４２．８％（Ｒ１） - - - - 増加 - - - - - - - - 増加

３
（２）

60
市内在住または在勤の

歯科衛生士
健康づくり推進課（毎年） １９６人（Ｒ２） 196人 196人 196人 維持 増加 196人 1.0000 0.00% ## 0.0000 100.00% × 増加

４
（１）

61 ４９人以下の事業所
歯と口に関するアンケート調査

（歯科保健調査年）
１．４％（Ｒ１） - - - - 増加 - - - - - - - - 増加

４
（１）

62 ５０人以上の事業所
歯と口に関するアンケート調査

（歯科保健調査年）
３．０％（Ｒ１） - - - - 増加 - - - - - - - - 増加

４
（１）

63 ４９人以下の事業所
歯と口に関するアンケート調査

（歯科保健調査年）
６．３％（Ｒ１） - - - - 増加 - - - - - - - - 増加

４
（１）

64 ５０人以上の事業所
歯と口に関するアンケート調査

（歯科保健調査年）
４．０％（Ｒ１） - - - - 増加 - - - - - - - - 増加

2
（１）

65 障がい児・者 障害者歯科保健センター調査（毎年） 36日（R4） 28日 0.7778 22.22% 23日 ↑ 0.6389 36.11% × 14日

2
（１）

66 障がい児・者 障害者歯科保健センター調査（毎年） 17.0%（R4） 26.8% 1.5765 57.65% 39.0% ↑ 2.2941 129.41% × 51.0%

2
（１）

67 障がい児・者 障害者歯科保健センター調査（毎年） 3.0%(R4) 6.5% 2.1667 116.67% 16.6% ↑ 5.5333 453.33% × 15.0%

※１　障害者歯科保健センターの歯科医師により、全身麻酔下歯科治療が必要だと判断された患者（要治療者）のうち、治療を実施することができた患者の割合　

※２　全身麻酔下歯科治療の標準的な期間を「90日」と設定。要治療者のうち、標準的な期間内で全身麻酔下歯科治療を実施することができた患者の割合

むし歯のない子どもの割合

むし歯処置未完了者の割合

歯肉に所見のある者の割合

歯肉に所見のある者の割合

むし歯のない子どもの割合

保護者が毎日仕上げみがきをしている子どもの割合

むし歯のない子どもの割合

フッ化物を利用している子どもの割合

甘い菓子等を１日２回以上食べている子どもの割合

むし歯処置未完了者の割合

計画策定から中間見直しまで（R3～R5年度）

No. 指標名 調査対象 調査属性（調査頻度）
ベースライン値

（年度）

障害者歯科保健センターの患者数の増加により、予約（初診、
全身麻酔下歯科治療）が取りづらいという課題が見えたた
め、R5年度の中間評価・中間見直しの際に新たに追加

災害時歯科衛生士事前登録者数

「８０２０運動」の認知度

オーラルフレイルを知っている者の割合

歯っぴー☆スマイル体操を知っている者の割合

【R5追加】 障がい児・者の全身麻酔下歯科治療標準期間内実施率　※２

定期的に歯科健診を行っている介護保険施設の割合
介護保険施設（特養・老健・

介護療養型医療施設）
定期的に歯科専門職による歯科保健指導を行っている介護保険施設の割合

障害福祉サービス事業所等でかかりつけ歯科医を持つ者の割合

【R5追加】　障害者歯科保健センターの初診予約平均待ち日数

【R5追加】　障がい児・者の全身麻酔下歯科治療実施率　※１

タバコを吸うことやタバコの煙を吸うことが歯周病に影響があると思う者の割合

口腔機能に関する症状がない人の割合

何でも噛んで食べることができる者の割合

８０２０達成者の割合

妊婦歯科健診受診率

災害時に十分な口腔ケアができないと誤嚥性肺炎になる可能性があることを知っている
者の割合

歯肉に異常のない者の割合

歯肉に所見のある者の割合

むし歯処置未完了者の割合

フッ化物を利用している者の割合

かかりつけ歯科医を持っている者の割合

何でも噛んで食べることができる者の割合

歯科専門職による歯の健康教育を行っている校数

歯科専門職による歯の健康教育を行っている校数

歯科専門職による歯の健康教育を行っている校数

歯周疾患に関する症状がある人の割合

歯科健診受診率

歯肉に異常のない者の割合

中間見直し後（R6～R8年度）

ベースライン値
からの評価

歯周疾患に関する症状がある人の割合

歯科健診を実施している事業所の割合

従業員の歯の病気について把握している事業所の割合

フッ化物洗口実施割合

デンタルフロスなど歯と歯の間を清掃するための器具を使っている者の割合

６０２４達成者の割合

むし歯のない子どもの割合

フッ化物洗口実施校数

歯周病検診受診者数

歯ピカ検診受診者数

デンタルフロスなど歯と歯の間を清掃するための器具を使っている者の割合

歯科健診受診率

フッ化物を利用している者の割合

むし歯処置未完了者の割合

従業員の歯の病気について把握している事業所の割合

基
本
方
針

歯科健診受診率

特別支援学校でかかりつけ歯科医を持つ者の割合

特別支援学校でかかりつけ歯科医を持つ者の割合

特別支援学校でかかりつけ歯科医を持つ者の割合

歯科健診を実施している事業所の割合

歯科健診受診率

歯科健診受診率

歯肉に異常のない者の割合

歯肉に異常のない者の割合

歯科健診受診率

歯周疾患に関する症状がある人の割合

歯肉に異常のない者の割合

歯科健診受診率

非常時の「非常持ち出し袋」の中に歯ブラシや液体歯みがきが入っている者の割合

資料 １-2

表中の色セルの詳細

中間評価時に「悪化」のため、最終目標値を「増加・減少」から数値に再設定した指標

中間評価時に最終目標値を達成したため、R7最終目標値を上方修正した指標

中間評価時に新たに設定した指標

令和6年度実績が未確定で集計中の指標

ベースライン値からの評価方法

改善（↑）：改善傾向にある(ベースライン値と比べ＋３％以上）

維持（→）：変わらない（ベースライン値と比べ±３％未満）

悪化（↓）：計画策定時の目標値と比べ悪化した（ベースライン値と比べ-3%以下）

中間評価の結果

達成 改善 維持 悪化 計 評価外

項目数 10 28 7 7 52 12

割合 19.2% 53.8% 13.5% 13.5% 100% ー

令和6年度の結果(※集計中の３指標をのぞく）

改善 維持 悪化 計 評価外

項目数 22 6 9 37 27

割合 59.5% 16.2% 24.3% 100.0% -



令和７年度歯と口に関するアンケート調査について（R7.6.4現在） 

調査目的 
令和８年度に実施する「静岡市歯と口腔の健康づくり推進計画（令和３～８年度）」の最終評価、次期計画策定の基礎資料として、市民

や事業所の歯と口の健康に関する意識、生活実態等を把握することを目的とする。 

対 象 先 
① 静岡市民向け調査（無作為抽出。１歳以上） 

② 静岡市内事業所向け調査 

調査方法 
① 郵送配付、１～６４歳はオンライン回収、６５歳以上は郵送とオンラインの併用回収。 

② 郵送配付、オンライン回収。 

調査種別 

調査数 

① １～11歳（340人 保護者が入力）、12～19歳（380人）、20～64歳（2,480人）、65歳以上（1,300人）の計 4,500人 

② 農林水産業（２）、建設業（55）、製造業（52）、電気・ガス（１）、運輸・通信業（21）、卸売・小売業（149）、金融・保険業（12）、 

サービス業（112）、宿泊・飲食業（17）、医療・福祉（26）、その他（53）の計 500先 

設問数 
① １１歳以下：最大２１問、１２歳以上：最大４0問 

② 最大２２問 

調査期間 令和７年８月１日～８月２９日（予定） 

回収率（見込み） ① 40.0%（前回調査：３８．６％）、②50.0%（前回調査：48.6％） 

調査間隔 約６～７年（令和元年度、令和７年度、令和 12年度予定） 

 

今後のスケジュール： 

年度 R6   R7            

月 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

会議 ②     ①        ②   

内容 
市民向け・事業所向

け（修正案）の協議 
  

市民向け・事業所向

け最終案の報告 
     

・アンケートの報告 

・次期計画骨子案の提示 

アンケ

ート 
     業務委託 

実施 
   

業務完

了報告 
   

 

資料２ 
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静岡市 歯と口に関するアンケート調査 ご協力のお願い 

 

市民の皆様には、日頃から本市の保健福祉行政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。   

  さて、静岡市では、市民の皆様が生涯にわたり歯と口の健康を維持できるよう、平成 31年４月に「静岡市

歯と口腔の健康づくりの推進に関する条例」を施行、令和３年３月に「静岡市歯と口腔の健康づくり推進計

画 ～はつらつ スマイル プラン～（以下、計画）」を策定し、市民の歯と口の健康づくりを推進してきました。   

  歯と口の健康はお口の中だけの問題にとどまらず、近年では、糖尿病や脳梗塞、認知症など様々な疾患と

の深い関わりがあることがわかってきています。より一層の健康づくりの推進に向け、市ではこれまでの取組

の振り返りと、今後の方針決定のため、令和８年度に計画の最終評価及び次期計画の策定を予定しており

ます。 

  つきましては、その基礎資料として、市民の皆様にアンケート調査をお願いすることとなりました。   

  お忙しいところ誠にお手数をおかけしますが、本調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力いただけますようお願

い申し上げます。 

 

＜本調査について＞ 

・ この調査票は、無作為抽出した静岡市民 4,500人を対象に発送しております。 

・ 回答時にお名前を書いていただく必要はございません。 

・ 最大設問数は、小学生以下は２１問、中学生以上は４０問です。 

・ 回答時間は、小学生以下は５分、中学生以上は１０分程度です。 調査結果は、今後の市政運営の貴重な

資料として活用させていただきます。 

 

＜回答方法＞ 

右記、ＱＲコード（二次元バーコード）より電子回答をお願いします。 

（URL：                                             ） 回答期限：８月２９日（月） 

※QRコードの読み取りは「標準カメラアプリ」で行ってください。 

 ※設問内容は２ページ以降でご確認いただけます。 

 

＜回答時の注意事項＞ 

・回答される方は、封筒の宛名の方にお願いします。ただし、ご本人が小学生以下の場合、また、病気やけが

などで、回答が難しい場合は、代理の方がご本人についてご回答くださいますようお願い申し上げます。 

 

２０２５年８月 

静 岡 市 長    難 波 喬 司  

（保健福祉長寿局健康福祉部健康づくり推進課）  

＜問合せ先＞ 

                                           静岡市健康づくり推進課 口腔保健支援センター 

                                           電話：０５４－２４９－３１７５ 

資料３－１ 

（1～６４歳用） 

） 
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本アンケート調査の設問内容は以下のとおりです。 

※ 問２で入力した年齢（１～１８歳は、＋属性）で対象の設問のみが表示される設定としております。 

 

問１～問１６ 対象：「全世代」 

問１ このアンケートの記入者は、封筒の宛名にお名前が記載されている“ご本人"ですか。（単一選択）  

問２ 今年（2025年）４月１日時点のご本人の年齢を教えてください。（記述） 

※１～１８歳の場合は属性（単一選択） 

問３ ご本人の性別に１つ✔を付けてください。（単一選択） 

問４ ご本人の居住地に１つ✔を付けてください。（単一選択） 

問５ ご本人の身長、体重をご記入ください。（記述） 

問６ ご本人の歯の本数をご記入ください。（記述） 

    ※通常、乳歯は全部生えている場合は 20本、永久歯は親知らずを除くと 28本です 

    ※乳歯がすべて生え揃うのは 2歳半から３歳半頃です（個人差があります） 

※根っこが残っている歯は１本と数えます（詰め物をしてある歯、差し歯など） 

※抜歯等により歯の根っこが残っていない歯は数えません（インプラントや入れ歯は本数に入りません） 

問７ ご本人は、この１年（２０２４年８月～２０２５年７月）の間に歯科医院に行きましたか。（単一選択） 

問８ 【前問で「行った」を選んだ方のみ】ご本人が歯科医院に行った理由あるいは目的である病名や治療、

健診など、該当するものに全部✔を付けてください。（複数選択） 

問９ ご本人は、歯や口に関して治療や相談ができる歯科医（いわゆる“かかりつけ歯科医”）がいますか。

（単一選択） 

問１０ 【前問で「いない」を選んだ方のみ】「かかりつけ歯科医」がいない理由として該当するものに全部✔

を付けてください。（複数選択） 

問１１ ご本人は、年に１回以上定期的に歯科健診を受けていますか。（単一選択） 

問１２ 【前問で「歯科健診を受けていない」を選んだ方のみ】ご本人は、どのような条件が整えば、歯科健診

に行こうと思いますか。（複数選択） 

問１３ ご本人は、「歯みがき」をしますか。（単一選択） 

問１４ ご本人は、デンタルフロス（糸）や歯間ブラシなど、歯と歯の間を清掃するための器具を使っています

か。（単一選択） 

問１５ ご本人は、むし歯予防のために、フッ素を使った製品などで歯のケアをしていますか。（複数選択） 

問１６ ご本人のお宅では、非常時の「非常持ち出し袋」の中に、歯ブラシや液体歯みがきが入っていますか。

（単一選択） 

 ▶ 中学生以上は問１７へ 

▶ １～１２歳（小学生以下）は問３８へ 
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問１７～問３７ 対象：中学生以上 

問１７ ご本人は、「災害時に十分な口腔ケアができないと誤嚥（ごえん）性肺炎になる可能性がある」ことを

知っていますか。（単一選択） 

      ※飲み込む力や咳をする力が弱くなることで、食べ物やだ液と一緒に口の中の細菌が機関に入り、

発症する肺炎のこと 

問１８ ご本人は、下記のような歯や口に関する症状やお悩みはありますか。【歯周病に関すること】（複数選

択） 

問１９ ご本人は、下記のような歯や口に関する症状やお悩みはありますか。【口腔機能に関すること】（複数

選択） 

問２０ ご本人は、下記のような歯や口に関する症状やお悩みはありますか。【その他】（複数選択） 

問２１ ご本人は、「歯みがき」や「むし歯」に関することを知りたい時、どこから情報を入手しますか。（複数選

択） 

問２２ 【高校生以上】ご本人は、タバコ（紙巻きタバコのほか、加熱式タバコ、電子タバコを含む）を吸ったこ

とがありますか。（ありましたか。）（単一選択） 

問２３ ご本人は、タバコを吸うことやタバコの煙を吸うことが、歯周病に影響があると思いますか。（単一選択） 

問２４ ご本人は、「歯周病」がいろいろな病気（腎臓病、糖尿病、脳梗塞、心筋梗塞、狭心症、低体重児出な

ど）の症状を悪化させる場合があることを知っていますか。（単一選択） 

問２５ 【４０歳以上】ご本人は、静岡市が 40 歳以上の市民を対象に低額で実施している「歯周病検診」を

知っていますか。（単一選択） 

問２６ ご本人は、歯と口に関係する「８０２０（はちまるにいまる）運動」という取り組みを知っていますか。（単

一選択） 

問２７ ご本人は、「オーラルフレイル」という言葉を聞いたことがありますか。（単一選択） 

問２８ ご本人は、何でもかんで食べることができますか。（単一選択） 

問２９ ご本人は、１日１食以上、家族や友人とともに食事をしますか。（単一選択） 

問３０ 【高校生以上】ご本人は、お酒、ビールなどのアルコールを飲みますか。（単一選択） 

問３１ 【前問で「飲む」を選んだ方のみ】１日に飲むアルコールの分量は、日本酒に換算すると平均どの程

度ですか。（複数選択） 

      ※日本酒１合＝ビール中びん１本、焼酎０．５合、ウイスキーダブル１杯、ワイングラス２杯として換算 

問３２ ご本人は、１日に 30分以上の運動をしていますか。（単一選択） 

問３３ ご本人は、むせの予防やだ液の分泌を促進させるために、唇、頬、舌などを動かす体操があることを知

っていますか。（単一選択） 

問３４ 静岡市では、障がいのある方が歯科医療機関を受診しやすい環境整備に取り組んでいます。障がい

のある方の歯科医療機関の受診を推進するためには、どのようなことが必要だと思いますか。（複数
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選択） 

問３５ ご本人は、寝たきりなどで歯科医院への通院が困難な場合に、歯科医師や歯科衛生士が訪問して、

歯の治療や口腔ケアを受けられることを知っていますか。（単一選択） 

問３６ がんについてご本人が知っていることは何ですか。（複数選択） 

問３７ ご本人は、全身麻酔を伴う手術の前後やがんによる化学療法や放射線治療を受ける前に歯科治療

や口腔ケアを受けることで、肺炎などの合併症を予防し、入院日数が短くなることを知っていますか。

（単一選択） 

 

 ▶ 中学生、高校生は問４０へ 

 ▶ その他の方は問４２へ 

 

問３８、問３９ 対象：１～12歳（小学生以下） 

問３８ ご本人の歯みがきは、どのようにしていますか。（単一選択） 

問３９ 【前問で「自分でみがいた後に、保護者がみがく」と「自分でみがかず、保護者がみがく」を選んだ方】 

保護者がみがくのは、週に何回くらいですか。（単一選択） 

 ▶ こども園・保育園・幼稚園等に通園されている方、小学生は問４０へ 

 ▶ その他の方は問４２へ 

 

問４０、問４１ 対象：こども園・保育園・幼稚園等に通園、小学生、中学生、高校生 

問４０ 園や学校で実施する歯科健診を受けて、ご本人が治療を勧められた場合、次のどれに当てはまります

か。（単一選択） 

問４１ ご本人は、園や学校で昼食後、歯みがきをしていますか。（単一選択） 

 

問４２ 対象：全世代 

問４２ 本市が取り組む、歯や口の健康づくりについて、普段、感じられていることがあれば、ご自由にお書きく

ださい。（自由記載） 

 

設問は以上です。 

ご多用のところ大変お手数をおかけしますが、８月２９日（月）までに 

以下ＱＲコード（二次元バーコード）より電子回答をお願いいたします。 

  

 

 

 

（URL：                                     ） 

※QR コードの読み取りは「標準カメラアプリ」で行ってください。 

 


